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1977　柏崎刈羽1号炉設置許可
1978　耐震設計審査指針制定（安全委員会）
1981　耐震設計審査指針改訂（安全委員会）
1992　六ヶ所再処理事業許可
  1994.12　三陸はるか沖地震/M7.6
  1995.1　阪神淡路大震災（兵庫県南部地震）/M7.3
  2000.10　鳥取県西部地震/M7.3
  2003.5　宮城県沖地震/M7.0
  2004.10　中越地震/M6.8
  2005.8　宮城県沖地震/M7.2
2006.9　耐震設計審査指針改訂（安全委員会）
  2007.3　能登半島沖地震/M6.9
  2007.7　中越沖地震/M6.8
2007.11　六ヶ所再処理耐震バックチェック報告書提出 

核燃サイクル・原発の耐震設計をめぐる動き



耐震設計で想定する地震
起こるかも知れない最強の地震
S1地震・・・

起こらないかも知れないが
念のため考える限界の地震
S2地震・・・

過去に起こった地震，
確実度・活動度の高い活断層

確実度・活動度の低い活断層
なども考慮して工学的に仮想

As，A機器類に変形が起こらない

As機器類が崩壊しない

評価基準

評価基準



六ヶ所再処理の耐震設計

S1地震: 230ガル
S2地震: 320ガルと375ガル

Ss地震: 450ガル

設計時

バック
チェック

最大加速度（解放基盤表面: -70m）
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（水平方向：Ss-1 H） 

（鉛直方向：Ss-1 V） 
敷地ごとに震源を特定して策定する地震動による基準地震動 Ssの

設計用模擬地震波 
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（水平方向：Ss-2 H） 

（鉛直方向：Ss-2 V） 

震源を特定せず策定する地震動による基準地震動 Ssの

設計用模擬地震波 
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解放基盤表面



解放基盤表面
　「金井式」などの経験式を使って，「マグニチュー
ド」と「震源から施設までの距離」から地震による揺
れの大きさの最大値を予測して決めるために想定する
仮想的な地盤．「金井式」のような，過去のデータか
らつくられた経験式は，実際起こった地震のデータと
はあわないことも多い．

1

vmax = 100.61M−P log X−Q

vmax：最大速度，M：マグニチュード，X：震源距離

P = 1.66 + 3.60/X, Q = 0.631 + 1.83/X

金井式：



六ヶ所再処理工場
周辺の活断層

六ヶ所再処理耐震バックチェック報告書に加筆



0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

200

500

1000

50

100

200

500100
0

200
0

(cm
/s 
)2

0.01

0.1

1
10

(cm)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)

周 期（s）

Ss

出戸西方A
（M5.6，距離7km）

出戸西方B
（M6.5，距離8km）

想定
三陸沖地震
（M8.3，距離129km）

応答スペクトル





再処理工場の配置と断層位置



TY20

TX60

AT06

再処理工場の
地下トンネル



評価例：使用済み燃料受け入れ・貯蔵建屋（FA）

六ヶ所再処理耐震バックチェック報告書より

●



評価例：使用済み燃料受け入れ・貯蔵建屋（FA）

六ヶ所再処理耐震バックチェック報告書より

●



評価例：分離建屋（AB）

六ヶ所再処理耐震バックチェック報告書より

●



評価例：精製建屋（AC）

六ヶ所再処理耐震バックチェック報告書より

●

●



評価例：混合脱硝建屋（CA）

六ヶ所再処理耐震バックチェック報告書より

●

●



想定地震が不十分
だったら・・・

• 大陸棚外縁の巨大断層
• 出戸西方断層の長さ
• 敷地内のf-1，f-2断層̶
連動性，地盤の変形



渡辺満久さんらによって
想定より大きな活断層の存在が示唆


